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土
木
学
会
の
動
き 

2
0
0
7
年
2
月
に
土
木
学
会
の
ト

ル
コ
支
部
が
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
市
に
開

設
さ
れ
た
。
現
在
、
ト
ル
コ
人
の
会
員

6
名
と
在
ト
ル
コ
の
日
本
人
会
員
5
名

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
支
部
長
は
イ
ス

タ
ン
ブ
ー
ル
工
科
大
学
の
ゼ
キ
・
ハ
シ
ュ

ケ
ル
教
授
で
あ
る
。

土
木
学
会
ト
ル
コ
支
部
と
ト
ル
コ
土

木
工
学
会
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
支
部
の
共

催
に
よ
り
、「T

h
e
1
stT
u
rk
-Jap
an

C
ollab

orativ
e
S
y
m
p
osiu
m
of

C
iv
ilE
n
g
in
eers

」
が
6
月
5
日
、6

日
の
両
日
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。
ト
ル
コ
支
部
開
設
以
来

の
支
部
と
し
て
は
じ
め
て
の
公
式
行
事

で
あ
り
、
日
本
側
か
ら
は
筆
者
、
田
野

久
貴（
日
本
大
学
）、ア
イ
ダ
ン
・
オ
メ
ー

ル（
東
海
大
学
）、
清
野
純
史（
京
都
大

学
）の
4
名
が
出
席
し
た
。
ト
ル
コ
側
か

ら
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
工
科
大
学
な
ど

か
ら
約
1
0
0
名
の
研
究
者
と
実
務
技

術
者
が
参
加
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
概
要

地
震
学
と
地
震
工
学
分
野
に
お
け

る
日
本
と
ト
ル
コ
の
協
力
関
係
は
半
世

紀
以
上
の
長
き
に
わ
た
る
。
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
ま
ず
ト
ル
コ
の
地
震
学
と

地
震
工
学
の
発
展
に
尽
力
し
た
日
本

人
研
究
者
、
荻
原
尊
礼
、
表
俊
一
郎
、

力
武
常
次
、
内
藤
多
仲
、
梅
村
塊
、
久

保
慶
三
郎
各
先
生
の
業
績
が
紹
介
さ

れ
、ト
ル
コ
側
か
ら
深
い
感
謝
の
意
が

表
明
さ
れ
た
。
さ
ら
に
日
本
側
技
術
者

に
よ
る
ト
ル
コ
の
社
会
基
盤
建
設
へ
の

貢
献
の
事
例
と
し
て
、
黒
海
地
域
に
お

け
る
水
力
発
電
所
建
設
お
よ
び
第
2

ボ
ス
ポ
ラ
ス
橋
の
建
設
な
ど
が
ト
ル
コ

側
よ
り
紹
介
さ
れ
た
。

日
本
側
参
加
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
以

下
の
よ
う
な
内
容
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
濱
田：

世
界
の
環

境
変
化
と
そ
れ
に
起
因
す
る
自
然
災

害
、
田
野：

ト
ル
コ
中
部
パ
ム
カ
ッ
レ
郊

外
の
バ
バ
ダ
ー
に
お
け
る
地
す
べ
り
と

対
策
、ア
イ
ダ
ン：

カ
ッ
パ
ド
キ
ア
の
古

代
地
下
都
市
の
安
定
性
、清
野：

地
震

時
に
お
け
る
自
動
車
走
行
の
安
全
性
。

こ
の
ほ
か
、ハ
ゼ
ッ
テ
ペ
大
学
の
ウ
ル
サ

イ
教
授
か
ら
は
、A
E
法
に
よ
る
地
殻

応
力
の
測
定
に
関
す
る
日
本
大
学
と

東
海
大
学
と
の
共
同
研
究
、お
よ
び
大

成
建
設
か
ら
現
在
建
設
中
の
ボ
ス
ポ
ラ

ス
海
峡
の
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
進
捗

状
況
が
説
明
さ
れ
た
。

現
場
見
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
関
連
行
事
と
し
て
、

第
1
ボ
ス
ポ
ラ
ス
橋
梁
お
よ
び
ゴ
ー
ル

デ
ン
ホ
ー
ン
橋
な
ど
の
耐
震
補
強
工
事

の
見
学
会
が
I
H
I（
旧
・
石
川
島
播

磨
重
工
業
）の
協
力
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
。マ
ル
マ
ラ
海
峡
に
発
生
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
約
8
の
地
震
を
想
定
し
た
耐

震
補
強
で
、
塑
性
ダ
ン
パ
ー
に
よ
る
振

動
エ
ネ
ル
ギ
ー
吸
収
装
置
や
橋
脚
の
鋼

板
巻
き
立
て
お
よ
び
落
橋
防
止
工
が

紹
介
さ
れ
た
。
写
真
4
に
示
す
鋼
製
の

ダ
ン
パ
ー
は
イ
タ
リ
ア
で
開
発
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
ト
ル
コ
は
E
U
加
盟
を
目

指
し
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
貿
易
や
技

術
交
流
を
優
先
し
て
い
る
一
つ
の
表
れ

と
考
え
ら
れ
る
。

海
外
支
部
の
活
動
に
つ
い
て

土
木
学
会
は
す
で
に
韓
国
、
台
湾
、

第
1
回
ト
ル
コ
―
日
本
・
土
木
技
術
者
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

協
定
学
協
会

フ
ェ
ロ
ー
会
員
　
早
稲
田
大
学
理
工
学
術
院
　
教
授
　
濱
田
政
則

写真2 清野純史（京都大学准教授）によるプレゼンテーション

写真1 ハシュケル支部長（イスタンブール工科大学教授）による開会の挨拶
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イ
ギ
リ
ス
、ト
ル
コ
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、フ

ィ
リ
ピ
ン
、タ
イ
、モ
ン
ゴ
ル
の
あ
わ
せ
て

八
つ
の
国
と
地
域
に
支
部
を
開
設
し
て

き
て
い
る
。
土
木
技
術
分
野
の
国
際
協

力
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
も
、ま
た
わ

が
国
の
大
学
や
研
究
機
関
で
土
木
工

学
を
学
ん
だ
留
学
生
と
の
連
携
を
維

持
す
る
た
め
に
も
こ
れ
ら
の
海
外
支
部

の
活
動
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
部
の
支
部
の
活

動
を
除
い
て
は
活
動
が
低
調
で
あ
る
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
。
わ
が
国
の
多
く

の
建
設
産
業
が
今
後
本
格
的
な
海
外

進
出
を
計
画
し
て
い
る
。
日
本
の
先
進

的
な
技
術
を
活
用
し
て
、
開
発
途
上

国
を
中
心
と
し
た
国
々
で
の
社
会
基
盤

の
整
備
に
協
力
し
、そ
の
こ
と
に
よ
り

世
界
の
人
び
と
の
安
全
で
安
心
な
生
活

の
構
築
に
貢
献
す
る
こ
と
は
わ
が
国
の

建
設
技
術
者
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な

役
割
で
あ
る
。
相
手
国
に
お
け
る
建
設

事
業
を
安
全
に
成
功
裏
に
遂
行
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
地
域
の

技
術
者
と
の
交
流
を
深
め
、歴
史
や
文

化
を
深
く
理
解
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の

連
携
を
図
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い

る
。
海
外
支
部
設
立
の
目
的
は
こ
の
よ

う
な
技
術
者
の
活
動
を
支
援
す
る
こ
と

に
あ
る
。
学
会
本
部
は
組
織
的
か
つ
継

続
的
に
海
外
支
部
の
活
動
を
活
性
化

す
る
方
策
を
計
画
し
、実
施
す
る
必
要

が
あ
る
。

末
筆
な
が
ら
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
す
る
に
あ
た
り
、土
木
学
会
ト
ル
コ
支

部
に
大
成
建
設
よ
り
財
政
的
支
援
を
い

た
だ
い
た
と
の
報
告
を
受
け
た
。こ
こ
に

記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。 写真4 第1ボスポラス橋耐震補強工事の見学

写真3 日本側参加者への感謝トロフィーの授与


